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Perfusion　indexを用いたmodified　Allen’s　testによる

　　　　　　　　　　　　手指血行動態の評価

横凪修一＊，澤田圭介＊，小松 徹＊，島田康弘＊

要 旨

　パルスオキシメータにおける拍動成分と非拍動

成分の比を表すPerfusion　indexを用いたmodified

Allen’s　testと，従来の用手法によるAllen’s　testと

の比較検討を行った．

　用手法によるAllen’s　testの秒数とPerfusion　in－

dexを用いたmodified　Allen’s　testのパーセント変

化の間には相関係数0．88という相関関係が認めら

れた．Perfusion　indexを用いたmodified　Allen’s

testは，用手法によるAllen’s・testより手掌動脈弓

の血流状態を定量的，客観的に判定できる可能性

が示唆された．

緒 言

　観血的血圧測定のために擁骨動脈にカニューレ

を留置することは，麻酔管理，あるいは，集中治

療室での管理において頻繁に行われる．擁骨動脈

にカニュレーションするにあたり，手掌動脈弓の

血流状態を調べる簡便な方法として用手法による

Allen’s　testが臨床の場では広く用いられている．

しかしその判定に関しては定量性，客観性に乏し

い1）．今回，我々は手掌動脈弓の血流状態の評価

にPerfusion　indexを用いたmodified　Allen’s　testを

行い，用手法によるAllen’s　testと比較検：討した．

Perfusion　indexとは

　Perfusion　indexとはパルスオキシ三一タ（Hew｝

let　Packard社製，　model　66STM）における拍動成

分と非拍動成分の比を表しているものであり，直

接的に血流を測定しているものではない（図1）．

本来はパルスオキシメータを使用するにあたり，

そのシグナルの質の指標となるものである．しか

し，図2のように，そのトレンドをモニターする

と，血流状態の変化が推測できる．

対象と方法

　ASA　1ないし2の待機手術予定患者23名，46指

（男12名，女11名，平均年齢35．2±12．0歳）を対

象とした．いずれも麻酔前患者訪問時に，本研究

の目的，方法を説明して患者の承諾を得た．

　Perfusion　indexの測定は，　Hewllet　Packard社製

モニター，model　66STMに付属するパルスオキシ

メータを使用した．パルスオキシメータのプロー

ベを母指に装着し，5分間安静臥位を保った後に
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図1　Perfusion　indexとは

　　　Perfusion　indexはパルスオキシメータにお

　　ける拍動成分（△1）と非拍動成分（1）の

　　比を表している。
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Perfusion　index（Perf　1）を測定した．次に擁骨動

脈のみ，強く圧迫した．図2のトレンドグラフか

ら，圧迫後にPerfusion　indexの値が安定するのに

1分程度要すると考え，圧迫開始2分後に再び

Perfusion　indexを測定（Perf　2）した．そして圧

迫前のPerfusion・index値からの変化率（Perf　2／

Perf　1）を求めた．

　用手法によるAllen’s　testは，擁骨動脈と尺骨

動脈を検者の両母指でおのおの強く圧迫しつつ，

まず患者に数回，手のひらが蒼白になるまで手掌

を開閉させた．次に手掌の血流の遮断を確認した

上で，尺骨動脈の圧迫を解除し，軽く開いた手掌

全体に赤みが戻るまでの秒数を計測した．用手法

によるAllen’s　testの実施にあたっては，7秒以

内に手掌全体に赤みが戻ってくる場合を陰性，15

秒を経過しても赤みが戻らない場合を陽性とし

た2）．またAllen’s　testの判定は，判定者による誤

差を抑えるために全て第一著者が施行した．

　用手法によるAllen’a　testが陽性であった群と

陰性であった群の群問で，Perfusion　indexを用い

たAllen’s　testの変化率に違いがあるかを検討し

た。統計学的検定はMann－Whitney’s　t－testにて
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Allen’s　test　negative

行った．

　また用手法によるAllen’s　testの秒数とPerfu－

sion　indexを用いたmodified　Allen’s　testの変化率

との間の相関関係を検討した．

結果

　46酒中，5指においてAllen’s　test陽性（平均

17．0±2．8秒）であり，41指においてAllen’s　test

陰性（平均2．　7±1．4秒）であった．Perfusion

indexを用いたmodified　Allen’s　testの変化率

（Perf　2／Perf　1）は，陽性群で21．2±5．5％で

あったのに対し，陰性群では97．8±13．6％であ

り，統計学的有意差を認めた（表1）．

　また，図3に用手法によるAllen’s　testの秒数

ならびにPerfusion　indexを用いたmodified　Allen’s

testの変化率（Perf　2／Perf　1）の相関関係を示す．

相関係数R’＝0．88，p＜0．001で，有意な相関を

示した．

表1Allen’s　test陽性および陰性群におけるPerfusion

　　indexを用いたmodified　Allen’s　testの変化率．

AIIen’s　test秒数
mod輌ed　Allen’s　testの

ﾏ化率（Pe㎡2／Pe㎡1）

Allen’s　test陽性

@　　　　　　（n＝5）

17。0±2．8sec● 21．2±5．5購％

Alien‘s　test陰性

@　　　　　（n＝41）
1　2．7±1．4sec 97，8±13．6％

陽性群vs陰性群’p＜0．05
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図2　Allen’s　test陽性および陰性患者における擁骨

　　動脈圧門下のPerfusion・indexの時間的経過

　　　測定開始1分後から2分間，擁骨動脈を強

　　く圧迫し，その後に圧迫を解除した時の

　　Perfusion　indexトレンドを示す．

　　　上段はAllen’s・test陰性例，下段はAllen’s

　　test陽性例である。

　　Allen’s　test陽性例において冊子動脈圧迫時に

　　Perfusion・indexは陰性例より著明に低下して

　　いる。
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図3　Allen’s　testの秒数とPerfusion　indexを用いた

　　皿odified・Allen’s　testの変化率の相関関係
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考察

　白骨動脈にカニューレを挿入し観血的動脈圧を

測定することは，重症患者の手術管理や集中治療

室での管理に必須のものとなっている．また健康

な患者に対しても連続的な血圧の変化がモニター

できるため，大量出血が予想される手術時や，低

血圧麻酔等で，しばしば用いられている．

　擁骨動脈にカニューレを刺入することは，刺入

部位より末梢の血流は尺骨動脈を介する手掌動脈

弓により保たれることとなる1）．しかし，手掌の

血流支配はバリエーションが多く，22％の頻度

で手掌動脈弓が不完全であったという報告3）もあ

る．また頻度としては少ないが，挙試ュレーショ

ンによる擁骨動脈閉塞にて手指壊死等の重篤な合

併症が生じたという報告もされている4・5）．

　Allen’s　testは，この手掌動脈弓の血流状態を調

べる簡易的な方法として，擁骨動脈カニュレーショ

ン前によく用いられている．しかし，その判定に

関しては検者の視診によって行われるため，主観

に左右され易く，定量性や客観性に乏しいといっ

た欠点がある1）．Allen’s　testの改良型として，ド

ブラ法を用いて血流を評価する方法6）や，パルス

オキシメ一撃を用いて血流の再開を評価する方

法7、9）が報告されている．しかし，パルスオキシ

メータによって記録されるのは，指先の動脈血酸

素飽和度であり，血流を十分に反映していないと

の指摘もある10～12）．

　これらのことより，今回，我々は手掌動脈弓の

側副血行路の状態をPerfusion　indexを用いたmo－

dified　Allen’s　testにて，定量的また客観的に評価

できるかどうかにつき検討してみた．その結果，

用手法によるAllen’s　testの秒数とPerfusion　index

を用いたmodified　Allen’s　testの変化率との問には，

相関係数0．88という高い相関が認められた．また

Perfusion　indexは数値として表されるため，

Allen’s　testよりも定量的，また客観的に評価でき

る可能性が示唆された．

　Perfusion　indexを用いたmodified　Allen’s　testの

利点としては，患者の協力を必要としないという

点があげられる。手指にパルスオキシメータのプ

ローベを装着し，Perfusion　indexを測定する．次

に擁骨動脈のみを強く圧迫し，その状態をしばら

く保持し，Perfusion　indexの変化を観察すればよ

い．この方法は患者に手掌の開閉を強要すること

もないため，麻酔中や，集中治療室で鎮静中の患

者にも行うことができる．しかも非常に簡便であ

り，用手的なAllen’s・testよりも定量的，客観的

に観察することができると考えられる．

結 論

　Perfusion　indexを用いたmodified　Allen’s　test

は，従来の用手法によるAllen’s・testより手掌動

脈弓の血流状態を，より定量的，客観的に判定で

きる可能性が示唆された。

本稿の要旨の一部は，第17回日本循環制御医学会

総会（1996年，東京）で発表した．
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Amodified　Allen’s　Test　Using　a　Perfusion　lndex

　　Shuichi　Yokota．　Keisuke　Sawada
　　　　　　　　　　　　　　’

Toru　Komatsu　and　Yasuhiro　Shimada

Department　of　Anesthesiology，　Nagoya　University　School　of　Medicine，　Nagoya，　Japan

　　Ischemic　injury　to　the　hand　afer　arterial　cannula－

tion　is　a　rare　but　well　documented　complication　and

routine　testing　Qf　the　adequacy　of　eollateral　circula－

tion　is　widely　advocated．　The　reliability　of　the

modified　Allen’s　test　using　a　perfusion　index　to

detect　the　presence　or　absence’of　collateral　circula－

tion　was　prospectively　compared　to　the　traditional

Allen’s　test　in　46　hands　from　23　adult　patients．

Correlation　was　shown　between　two　methods．　Using

a　perfusion　index，　we　can　assess　the　collateral

circulation　in　the　hand　more　quantitatively　and

objentively　than　using　the　traditional　Allen’s　test．

　　The　use　of　perfusion　index　may　prove　to　be　an

acceptable　alternative　method　instead　of　the　tradi－

tional　Allen’s　test．

Key　Word：　Perfusion　index，　Allen’s　test，　Pulse　oxymeter

（Circ　Cont　17：574’‘一577，　1996）
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